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2019/8/2 2019/8/9 変化率
1.538 1.495 -2.76%

2019/8/2 2019/8/9 変化幅
6.352 6.498 +0.146

2019/8/2 2019/8/9 変化率
37,118.22 37,581.91 +1.25%

7日の金融政策決定会合の結果への思惑を背景に、週前半の債
券市場は上下する展開となりました。7日には市場予想の0.25%
を上回る0.35%の利下げが行われましたが、一部には0.5%の利
下げ期待もあったことから、インド10年国債の価格は下落（利回り
は上昇）となりました。週後半は、翌週に発表される予定の消費者
物価を前に警戒感から売りに押される展開となり、週間でもインド債
券市場は下落しました。

イーストスプリング・インベストメンツ株式会社
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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1月1日～2019年8月9日）

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2019年8月9日）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1月1日～2019年8月9日）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

インド政府がジャム・カシミール州の自治権をはく奪したことを受けて、
週初の株式市場は下落しました。その後、７日の金融政策決定会
合での利下げ期待などから上昇しました。７日の利下げ幅は
0.35%と市場予想を上回りましたが、株式市場は反落しました。週
後半は、一部の外国人投資家にもかかるとされていた超富裕層への
増税に関して、外国人投資家への適用が撤回されるのではないかと
の期待で株式市場は上昇し、週間でも上昇となりました。

週初に中国元安でアジア通貨が全般的に下落する中、ルピーはジャ
ム・カシミール州を巡る地政学リスクが懸念されたこともあって対米ド
ルで下落し、週間でも下落となりました。円が対米ドルで上昇したこ
とから、対円でも下落しました。

（対象期間：2019/8/5～2019/8/9）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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